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□　

再
稼
働
／
原
子
力
ゼ
ロ
両
ケ
ー
ス
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

原
子
力
の
新
し
い
規
制
基
準
が
施
行
さ
れ
た
今
年
７
月
８
日
に
、

電
力
４
社
は
原
子
力
規
制
委
員
会
に
対
し
、
再
稼
働
に
向
け
た
安
全

審
査
を
申
請
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
原
子
力
の
再
稼
働
に
向
け

た
着
実
な
一
歩
で
あ
る
一
方
、
再
稼
働
が
進
ま
な
い
こ
と
に
よ
っ
て

生
じ
る
費
用
の
う
ち
、
燃
料
費
の
急
増
な
ど
は
直
接
的
に
は
電
力
会

社
の
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
大
幅
な
収
益
の
悪
化
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
再
稼
働
が
進
ま
な
い
こ
と
の
影
響

は
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
日
本
の
経
済
成
長
や
国
民
生
活
に
も
多

大
な
影
響
を
も
た
ら
す
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
問
題
意

識
の
も
と
、
電
力
中
央
研
究
所
の
経
済
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
モ
デ
ル

を
用
い
て
、
原
子
力
が
13
年
以
降
、
順
次
再
稼
働
し
た
場
合
（
＝
再

稼
働
ケ
ー
ス
）
と
全
く
再
稼
働
し
な
い
場
合
（
＝
原
子
力
ゼ
ロ
ケ
ー

ス
）
の
違
い
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
経
済
影
響
が
ど
の
程
度
生
じ

る
の
か
│
に
つ
い
て
試
算
し
た
結
果
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
試
算
の

詳
細
は
、
電
力
中
央
研
究
所
の
研
究
報
告
書
（
「
２
０
３
０
年
ま
で

の
産
業
構
造
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
展
望
」
Ｙ
１
２
０
３
３
）
に
記
載

し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
原
子
力
停
止
の
経
済
影
響
試
算
は
、

他
機
関
に
お
い
て
も
い
く
つ
か
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
う
し
た
結

果
と
も
比
較
し
な
が
ら
、
原
子
力
停
止
の
経
済
影
響
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

　　

□　

原
子
力
ゼ
ロ
だ
と
燃
料
費
は
最
大
で
2.3
円
／
kWh
上
昇

　　

ま
ず
、
試
算
に
あ
た
っ
て
は
前
提
条
件
が
必
要
と
な
る
。
本
試
算
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で
は
、
原
子
力
に
つ
い
て
は
、
Ｉ

Ｅ
Ａ
の
世
界
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ウ
ト

ル
ッ
ク
２
０
１
２
の
「
新
政
策
シ

ナ
リ
オ
」
に
ほ
ぼ
準
拠
し
た
再
稼

働
シ
ナ
リ
オ
（
13
年
度
以
降
17
年

度
ま
で
徐
々
に
稼
働
す
る
基
数
が

増
加
し
、
そ
れ
以
降
は
運
転
寿
命

を
迎
え
た
炉
か
ら
廃
炉
が
進
む
│

と
の
想
定
）
に
基
づ
い
て
お
り
（
下

図
１
参
照
）
、
再
稼
働
ケ
ー
ス
に

お
け
る
30
年
度
の
原
子
力
発
電
量

は
、
10
年
度
の
約
半
分
の
規
模
と

な
る
。

　

一
方
、
原
子
力
ゼ
ロ
ケ
ー
ス

は
、
期
間
を
通
じ
て
全
て
の
原
子

力
が
停
止
を
続
け
た
場
合
に
相
当

す
る
。
原
子
力
の
減
少
分
を
代
替
す
る
火
力
の
燃
料
比
は
、
概
ね
Ｌ

Ｎ
Ｇ
：
石
炭
＝
１
：
１
と
す
る
。
な
お
、
原
子
力
を
火
力
に
代
替
す

る
こ
と
に
よ
る
国
際
燃
料
市
場
へ
の
影
響
や
、
日
本
の
対
資
源
国
の

交
渉
力
低
下
に
よ
る
調
達
価
格
上
昇
、
CO2
排
出
量
制
約
、
原
子
力
の

廃
炉
に
伴
う
コ
ス
ト
な
ど
は
こ
の
試
算
で
は
考
慮
し
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
前
提
の
も
と
、
原
子
力
ゼ
ロ
ケ
ー
ス
で
は
火
力
用
の
燃

料
コ
ス
ト
増
加
に
よ
っ
て
電
気
料
金
が
上
昇
す
る
。
本
試
算
で
は
、

こ
の
代
替
火
力
の
発
電
燃
料
コ
ス
ト
増
に
よ
る
価
格
上
昇
分
の
み
を

織
り
込
ん
で
い
る
が
、
実
際
に
は
前
述
し
た
よ
う
な
本
試
算
で
は
、

織
り
込
ん
で
い
な
い
要
因
に
よ
る
価
格
の
上
昇
も
考
え
ら
れ
、
原
子

力
の
再
稼
働
が
実
現
し
な
い
場
合
の
単
価
の
上
昇
幅
と
し
て
は
、
試
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算
結
果
よ
り
も
さ
ら
に
大
き
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
は
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
。
ち
な
み
に
再
稼
働
ケ
ー
ス
で
は
、
原
子
力
の
再

稼
働
後
、
運
転
年
限
の
来
た
も
の
か
ら
順
次
停
止
し
て
い
く
た
め
、

徐
々
に
総
発
電
量
は
低
下
し
て
い
く
。
従
っ
て
、
再
稼
働
ケ
ー
ス
と

原
子
力
ゼ
ロ
ケ
ー
ス
と
の
原
子
力
発
電
量
の
差
は
徐
々
に
小
さ
く
な

る
。
再
稼
働
ケ
ー
ス
と
の
差
は
、
最
大
で
2.3
円
／
kWh
の
上
昇
（
乖
離

率
で
11
・
５
％
）
、
30
年
度
時
点
で
は
、
2.0
円
／
kWh
の
上
昇
（
乖
離

率
で
は
8.7
％
）
と
な
る
。

　　

□　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
損
失
累
積
額
は
30
年
ま
で
に
計
86
兆
円
に
も

　　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
原
子
力
ゼ
ロ
ケ
ー
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構

造
と
整
合
的
な
マ
ク
ロ
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
こ
こ

で
は
、
原
子
力
ゼ
ロ
の
影
響
に
よ
る
電
力
価
格
な
ど
の
上
昇
、
化
石

燃
料
輸
入
の
増
加
、
原
子
力
を
代
替
す
る
火
力
の
建
設
投
資
を
考
慮

し
た
。
電
力
価
格
な
ど
の
上
昇
に
よ
り
、
一
般
物
価
上
昇
が
実
質
所

得
を
低
下
さ
せ
る
た
め
、
マ
ク
ロ
経
済
に
は
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
も

た
ら
す
。
ま
た
、
化
石
燃
料
輸
入
の
増
加
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
支
出
項
目

の
う
ち
、
輸
入
を
増
加
さ
せ
る
た
め
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
直
接
押
し
下
げ
る
要

因
と
な
る
。
一
方
、
火
力
の
建
設
投
資
は
、
設
備
投
資
の
増
加
を
も

た
ら
す
た
め
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
押
し
上
げ
る
要
因
と
な
る
。

　

そ
の
結
果
、
原
子
力
ゼ
ロ
ケ
ー
ス
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
30

年
ま
で
の
20
年
間
で
年
平
均
１
・
09
％
と
な
り
、
再
稼
働
ケ
ー
ス
に

対
し
て
０
・
06
ポ
イ
ン
ト
押
し
下
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

水
準
は
再
稼
働
ケ
ー
ス
と
比
較
し
て
、
30
年
時
点
で
約
６
兆
円
の
減

少
、
減
少
率
は
▲
0.9
％
と
な
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
減
少
の
内
訳
を
確
認
す
る

と
、
所
得
の
減
少
を
通
じ
た
民
間
消
費
の
減
少
に
よ
る
影
響
が
最
も
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大
き
く
、
30
年
時
点
の
６
兆
円
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
減
少
の
う
ち
2.9
兆
円
分
が

消
費
の
減
少
に
よ
る
。
ま
た
、
化

石
燃
料
の
輸
入
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
減
少
の

要
因
で
あ
る
。
再
稼
働
ケ
ー
ス
に

比
べ
、
30
年
ま
で
の
累
積
的
な
燃

料
輸
入
額
は
お
よ
そ
23
兆
円
に
上

り
、
こ
れ
は
輸
入
相
手
国
へ
の
所

得
流
出
そ
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
損
失
の
累
積
額
に
注

目
す
る
と
、
再
稼
働
ケ
ー
ス
に
比

べ
30
年
ま
で
で
86
兆
円
も
の
規
模

で
失
わ
れ
る
（
下
図
２
参
照
）
。

　

な
お
、
こ
の
試
算
で
は
、
電
力

価
格
の
上
昇
に
伴
う
企
業
の
生
産

拠
点
の
海
外
移
転
な
ど
を
明
示
的
に
は
織
り
込
ん
で
い
な
い
た
め
、

さ
ら
な
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
減
少
の
可
能
性
も
あ
る
。
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
人
口
で

割
っ
た
１
人
当
た
り
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
30
年
時
点
で
再
稼
動
ケ
ー
ス

の
５
８
２
万
円
に
対
し
、
原
子
力
ゼ
ロ
ケ
ー
ス
で
は
７
万
円
減
の
５

７
５
万
円
と
な
る
。
ま
た
、
就
業
者
１
人
当
た
り
で
換
算
す
る
と
10

万
円
減
少
す
る
。

　　

□　

雇
用
環
境
に
も
影
響
、
失
業
率
は
0.3
ポ
イ
ン
ト
上
昇

　

ま
た
、
雇
用
環
境
も
悪
化
す
る
。
原
子
力
ゼ
ロ
ケ
ー
ス
で
は
、
30

年
時
点
で
就
業
者
数
が
23
万
人
減
少
、
失
業
率
は
0.3
ポ
イ
ン
ト
上
昇

す
る
。
産
業
別
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
就
業
者
数
の
減
少
が
14
・
１
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万
人
と
、
製
造
業
（
3.9
万
人
減
）
や
建
設
業
（
1.9
万
人
）
な
ど
に
比

べ
て
大
き
い
。
こ
の
う
ち
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
内
訳
を
み
る
と
、
特
に

個
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
業
で
3.0
万
人
減
と
大
き
い
。
所
得
の
減
少
を

通
じ
た
民
間
消
費
の
減
少
が
大
き
い
た
め
、
産
業
別
の
雇
用
に
対
し

て
も
影
響
が
大
き
く
な
る
。

　

こ
う
し
た
原
子
力
ゼ
ロ
の
経
済
影
響
試
算
は
、
他
機
関
で
も
分
析

さ
れ
て
い
る
。
30
年
ま
で
の
長
期
的
な
経
済
影
響
を
試
算
し
た
も
の

と
し
て
は
、
昨
夏
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会
議
が
公
表
し
た
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
に
関
す
る
選
択
肢
」
に
お
け
る
分
析
結
果
が
あ
る
。

例
え
ば
、
30
年
時
点
で
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
減
少
率
は
、
国
立
環
境
研
究
所

▲
1.2
～
▲
1.4
％
、
慶
應
義
塾
大
・
野
村
浩
二
准
教
授
▲
2.6
％
、
大
阪
大
・

伴
金
美
教
授
▲
2.5
～
▲
2.9
％
、
地
球
環
境
産
業
研
究
機
構
（
Ｒ
Ｉ
Ｔ

Ｅ
）
▲
7.4
～
▲
7.6
％
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
同
一
期
間
の
試
算
結

果
で
マ
イ
ナ
ス
影
響
に
幅
が
あ
る
の
は
、
原
子
力
が
ゼ
ロ
と
な
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
２
通
り
（
「
20
年
に
ゼ
ロ
」
と
「
30
年
に
ゼ
ロ
」
）
用

意
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
分
析
で
は
、
本
稿
で
紹
介
し
た
試
算
に
用
い
た
マ
ク
ロ

経
済
モ
デ
ル
と
は
異
な
り
、
一
般
均
衡
モ
デ
ル
を
用
い
て
い
る
こ
と

や
、
原
子
力
の
前
提
条
件
が
異
な
る
た
め
、
結
果
を
直
接
比
較
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
一
般
均
衡
モ
デ
ル
と
は
、
そ
の
名
の
通
り
均
衡
モ

デ
ル
で
あ
る
た
め
、
失
業
（
＝
労
働
市
場
の
不
均
衡
）
や
需
給
ギ
ャ
ッ

プ
（
＝
財
市
場
の
不
均
衡
）
が
一
般
的
に
は
考
慮
さ
れ
な
い
一
方
、

マ
ク
ロ
経
済
モ
デ
ル
で
は
、
失
業
や
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
考
慮
さ
れ
て

お
り
、
現
実
デ
ー
タ
の
再
現
性
と
い
う
点
で
は
相
対
的
に
マ
ク
ロ
経

済
モ
デ
ル
の
ほ
う
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
特
長
と
し
て

は
、
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
の
モ
デ
ル
は
国
際
連
関
モ
デ
ル
で
あ
る
た
め
、
電
力

価
格
の
上
昇
に
よ
る
産
業
の
海
外
移
転
の
影
響
が
他
の
モ
デ
ル
に
比
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べ
て
大
き
く
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
影
響
も
大
き
い
。

　

□　

他
機
関
モ
デ
ル
で
は
電
力
価
格
は
30
年
で
２
倍
に

　

さ
ら
に
、
前
記
４
機
関
の
モ
デ
ル
で
は
、
環
境
制
約
が
考
慮
さ
れ

て
お
り
、
炭
素
価
格
が
電
力
価
格
に
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
た
め
、
電

力
価
格
が
30
年
で
２
倍
程
度
と
な
り
、
そ
の
上
昇
幅
が
大
き
い
。
一

方
、
電
力
中
央
研
究
所
の
試
算
で
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
影
響
の
大
き
い
CO2
排

出
量
制
約
を
考
慮
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
産
業
の
海
外
移
転
な
ど
も
明

示
的
に
は
考
慮
し
て
い
な
い
た
め
、
他
機
関
と
の
比
較
で
は
影
響
は

小
さ
い
方
の
部
類
に
属
す
る
。
な
お
、
こ
の
試
算
に
は
長
期
的
に
は

火
力
の
増
設
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
と
し
て
、
設
備
投
資
の
増
加
に
よ

る
需
要
創
出
効
果
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
押
し
上
げ
効
果
）
を
織
り
込
ん
で
い
る

こ
と
も
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
へ
の
影
響
が
小
さ
く
な
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

実
は
短
期
的
な
経
済
影
響
を
試
算
し
た
結
果
は
、
至
近
で
は
あ
ま

り
多
く
な
い
。
東
日
本
大
震
災
直
後
の
11
～
12
年
頃
に
は
、
原
子
力

停
止
の
短
期
的
な
経
済
影
響
を
分
析
し
た
結
果
が
い
く
つ
か
存
在
す

る
。
例
え
ば
、
大
和
総
研
に
よ
る
分
析
（
11
年
７
月
１
日
公
表
）
で
は
、

20
年
ま
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
年
平
均
で
14
兆
円
減
少
、
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経

済
研
究
所
に
よ
る
分
析
（
同
年
７
月
27
日
公
表
）
で
は
、
１
年
で
Ｇ

Ｄ
Ｐ
約
20
兆
円
減
少
、
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
分
析
（
12

年
３
月
２
日
公
表
）
で
は
、
12
年
度
以
降
、
最
大
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
年
10

兆
円
減
少
―
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
試
算
は
マ
ク
ロ
経
済
モ
デ
ル
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
同

種
の
モ
デ
ル
に
よ
る
電
力
中
央
研
究
所
の
試
算
結
果
と
の
違
い
は
、

前
提
条
件
の
違
い
に
由
来
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
例
え
ば
、
原
子

力
が
停
止
す
る
こ
と
で
電
力
供
給
が
十
分
で
な
く
な
る
た
め
に
、
企
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業
の
生
産
活
動
に
制
約
が
か
か
る
こ
と
や
、
企
業
の
生
産
拠
点
の
海

外
シ
フ
ト
な
ど
が
織
り
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
原
子
力
ゼ
ロ
ケ
ー
ス
と

の
差
分
と
し
て
計
算
さ
れ
る
経
済
影
響
は
大
き
く
検
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
原
子
力
シ
ナ
リ
オ
の
想
定
で
、
再
稼
働
が
比
較
的

ス
ム
ー
ズ
に
進
む
こ
と
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
差
分

と
し
て
の
影
響
が
大
き
く
検
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
も
指
摘
で
き

る
。
特
に
大
和
総
研
の
試
算
で
は
、
停
止
し
て
い
る
原
子
力
の
再
稼

働
は
２
年
ほ
ど
で
完
了
す
る
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
再
稼
働
の
進
展

が
速
や
か
で
あ
れ
ば
化
石
燃
料
の
輸
入
も
抑
制
さ
れ
る
た
め
、
比
較

対
象
の
原
子
力
ゼ
ロ
ケ
ー
ス
と
の
違
い
は
相
対
的
に
大
き
い
も
の
と

な
り
、
経
済
的
な
影
響
も
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

原
子
力
シ
ナ
リ
オ
と
比
較
す
る
と
、
電
力
中
央
研
究
所
の
試
算
で
は

保
守
的
・
現
実
的
な
想
定
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

□　

原
子
力
停
止
の
影
響
は
長
期
間
の
経
済
停
滞
を
意
味

　

以
上
で
み
た
と
お
り
、
今
後
原
子
力
が
稼
働
し
な
い
場
合
に
は
、

経
済
活
動
や
国
民
生
活
に
大
き
な
負
担
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
高
い

こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
そ
の
原
因
は
、
化
石
燃
料
の
輸
入
増
加
と
い

う
直
接
的
な
国
富
の
流
出
だ
け
で
な
く
、
国
内
の
企
業
や
家
計
の
所

得
・
雇
用
機
会
の
喪
失
が
も
た
ら
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
悪
影
響
は
、
消
費
や
民
間
投
資
を
減
少
さ
せ
る
た
め
所

得
が
減
少
す
る
│
と
い
う
負
の
循
環
を
誘
発
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
、
そ
の
影
響
は
長
期
に
わ
た
り
継
続
す
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
の

原
子
力
の
位
置
付
け
を
考
え
て
い
く
上
で
は
、
経
済
活
動
の
停
滞
を

招
く
こ
と
を
避
け
、
電
力
の
安
定
供
給
の
基
盤
を
揺
る
が
す
こ
と
の

な
い
よ
う
な
政
策
が
望
ま
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
お
わ
り
）


